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 第４次計画 第５次計画 

基本理念 お互いを尊重し、支えあう“元気な福祉のまち”を、わたしたちの“参加と協働”で創出します 

 

 

基本目標 

①地域での生活を支えるサービスや活動を充実

します 

②地域福祉の担い手と協働のしくみを広げま 

 す 

③安全で快適に暮らせる地域の環境をつくりま

す 

 

 

ア

ク

シ

ョ

ン 

 

 

①地域の参加を促進します。 

 

②地域の協働を促進します。 

 

③地域の困りごとを支えます。  

アクション 

①身近な地域だれもが参加できる活動の推進 

②さまざまな困りごとを支えるしくみづくり 

③地域福祉を支える基盤整備の推進 

 

 

 

 

 

取り組みの

柱 

①困りごとに気づき、支援につなぎます 

②多様な困りごとに対応したサービスや活動を

すすめます 

③権利をまもり、暮らしを高めます 

④健康や生きがいづくりをすすめます 

⑤地域福祉への理解をすすめます 

⑥地域福祉の担い手を増やします 

⑦地域福祉活動への支援を充実させます 

⑧地域福祉をすすめるネットワークを広げます 

⑨地域のつながりを強くします 

⑩快適な生活環境をつくります 

⑪安全に暮らせる地域をつくります 

 

①気づきときっかけづくりをします。 

②地域福祉の担い手を増やします。 

③健康や生きがいづくりをすすめます。 

④地域福祉のつながりを強くします。 

⑤気軽に相談できるしくみを充実します。 

⑥多様な困りごとに対応したサービスや活動を

すすめます。 

⑦地域福祉活動への支援を充実します。 

⑧快適な生活環境をつくります。 

⑨安全・安心に暮らせる地域をつくります。 

⑩権利をまもり、暮らしを高めます。 

 

 

先導的に取

り組む事項 

Ａ：地域での話しあいや学習の推進 

Ｂ：災害時に支援が必要な人を支える取り組み 

Ｃ：困りごとを抱えた人への支援の推進 

Ｄ：身近な相談窓口とネットワークの充実 

Ｅ：協働事業の担い手の養成 

Ｆ：担い手や活動を支える体制の充実 

Ａ：地域での話しあいや学習の推進 

Ｂ：協働事業の担い手の養成 

Ｃ：身近な相談窓口とネットワークの充実 

Ｄ：担い手や活動を支える体制の充実  

Ｅ：災害時に支援が必要な人を支える取り組み 

Ｆ：困りごとを抱えた人へ支援の推進 

 


